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又 之 を 己の 仕事の 終る 日の 為に 貯 へた。 其 終 も 間近く 

なった から は、 お前の 家の 棟木 を 強う する 為に も、 お 

前の 窖 や 火食 房を充 たす 為に も、 お前 は 金貨 や 銀貨 

に 不足す る 事 はない。 己 は、 己の 全生涯 を 通じて、 生 

命の 秘密 を 見出さう としたの だ。 己 は 己の 若い 日 を 幸 

福に 募さなかった。 それ は 己が、 老年の 来る と 云 ふ 事 

を 知って ゐ たからであった。 この 様に して 己 は 青年と 

壮年と 老年と を 通じて、 この 大 いなる 秘密 を 求む る 為 

に 一身 を 捧げた の だ。 己 は 数 世紀に 亘 るべき 悠久なる 

生命に あこがれて、 八十 春秋に 終る 人生 を 侮蔑した の 

だ。 己は此 国の 古の 神々 の 如くに ならう と 思った。 I 



I いや 己 は 今 もなら うと 思って ゐる。 己 は 若い 時に 己 

が 西班牙の 修道院で 発見した 希 伯 来の 文書 を 読んで、 

かう 云 ふ 事 を 知った。 太陽が 白 羊宫に 入った 後、 獅子 

宮を 過ぎる 前に、 不死の 霊た ちの 歌 を 以て 震へ 動く 一 

瞬間が ある。 そして 誰でも 此 瞬間 を 見出して、 其 歌に 

耳 を 傾けた 者 は必、 不死の 霊た ちと ひとしくなる 事が 

出来る。 己 は 愛蘭 土に かへ つてから、 多くの 精霊 使 ひ 

と 牛 医と に此 瞬刻が 何時で あるかと 云 ふこと を 尋ねた。 

彼等 は 皆 之 を 聞いて ゐた。 けれども 砂時計の 上に、 其 

瞬刻 を 見出し 得る 者 は 一 人 もなかった。 其 故に 己 は 一 

身 を 魔術に 捧げて、 神々 と 精霊との 扶けを 得ん が 為に 
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